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学校の生活が時間に沿って計画的におこなわれること 1.83 1.07 
一年間同じ教室にいること 1.45 0.68 
クラスの子どもが皆同じ年齢であること 1.34 0.73 
教科書が決められていること 1.64 0.94 




















授業中、よそ見やおしゃべりをしないようにと注意を受けた 2.77 1.34 
遅刻したり、忘れ物をしたりせずに学校に来るよう注意を受けた 2.50 1.39 
服装や身なりをきちんとするよう注意を受けた 1.94 1.23 
宿題はきちんと最後までするよう注意を受けた 2.26 1.30 
宿題でわからないことがあったら自分で調べるよう注意を受けた 2.00 1.05 
クラスで決めたことは、きちんと守るように注意を受けた 2.28 1.34 
叱られたことがない 2.14 1.20 
先生から可愛がってもらった 3.72 1.00 
成績はよかった 3.65 1.03 
いじめられた経験がない 3.47 1.56 
よい友達に恵まれた 4.35 0.99 
よい先生に恵まれた 4.19 1.01 






















































教室で児童を相手に授業をしている姿 4.71 0.66 
運動場や体育館で児童と一緒に部活動やゲームをしている姿 4.35 0.88 
職員室や自宅で教材研究をしている姿 2.99 1.39 
職員室で議論をしている姿 2.77 1.42 
職員室で校長や上部機関（教育委員会）向けの書類を書いている姿 1.96 1.13 
学校の仕事を自宅に持ち帰っている姿 2.62 1.46 
学校で父母や近所の住民から苦情を受けている姿 1.79 1.12 
夏休みに研修を受けている姿 1.81 1.12 
表 5　「教職の困難性の認知」の平均値と標準偏差
質問項目 平均値 標準偏差
子どもの複雑性・多様性・反逆性 3.52 0.97 
親（保護者）の態度 3.63 1.06 
同僚の先生との人間関係 2.79 0.98 
仕事を家に持ち帰らねばならないほどの仕事量 2.89 1.20 




































































束縛された　　　　１－－２－－３－－４－－５　　　　自由な 3.86 0.85 
冷たい　　　　　　１－－２－－３－－４－－５　　　　暖かい 4.27 0.75 
不活発な　　　　　１－－２－－３－－４－－５　　　活動的な 4.62 0.56 
こわい　　　　　　１－－２－－３－－４－－５　　　やさしい 3.67 0.77 
憂うつな　　　　　１－－２－－３－－４－－５　　　　快活な 4.15 0.90 
拒否的な　　　　　１－－２－－３－－４－－５　　　受容的な 3.98 0.81 
矛盾した　　　　　１－－２－－３－－４－－５　　　一貫した 3.58 0.84 
苦しい　　　　　　１－－２－－３－－４－－５　　　　楽しい 4.39 0.84 
暗い　　　　　　　１－－２－－３－－４－－５　　　　明るい 4.46 0.79 
闘争的な　　　　　１－－２－－３－－４－－５　　　平和的な 3.75 0.83 
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表７　教師特有信念の平均値および標準偏差と小学校イメージ低群と高群別平均値
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ないので，この結果が教職志望者特有のものなの
か，それとも教師に対する一般的なステレオタイプ
を表した者なのかは今後検討する必要があるだろ
う。
　次に，平均評定値が低い項目に焦点を当てると，
平均評定値2.50より下回る項目が3項目あった。そ
れは，「教師の力量は，教職経験年数に，ほぼ比例
する」，「学習成績の不振な児童には，努力不足の児
童が多い」，「教師は授業中に，勉強に関係のない，
自分の個人的な興味・体験などを，児童に話すべき
ではない」の３つである。これらの結果から教師は
児童と親密な関係性を作り，児童の低学力に対して
努力不足という帰属で決めつけないやり方を理想の
教師像として描き，この理想像は教職経験年数に依
存するものではないと考えていると推測は可能であ
る。しかし，それぞれの項目に対して，どのような
理由で評定を行っているかを検討するまでは，その
推測を確定することはできない。今後，教職志望者
特有の意識を解明する中で，これらの点を明らかに
する必要があるだろう。
　これまでの結果から小学校における事前制御シ
ステムを受容し，教職の肯定的側面を中心に認知
し，教職を志望する学生は小学校に対するイメー
ジが高いと予想され，そのような学生は学級学校に
より同化し，教師特有の信念を形成している可能性
が高い。そこで，小学校に対するイメージを評定し
た10項目の平均値に基づいて，回答者を３つのグ
ループに分割し，小学校に対するイメージの最も低
い群（評定平均値3.42以下の12名）と小学校に対
するイメージの最も高い群（評定平均値4.53以上
の16名）の教師特有信念の群平均を t 検定によっ
て比較した。グループの分割基準は小学校に対する
イメージの評定平均値を標準得点である。標準得点
が－1.0以下を最も低い群，＋1.0以上を最も高い群
とした。その結果，以下の3項目で5% 水準で有意
差または有意差傾向が見出された。まず，「教師は
児童の学習・行事などの活動意欲を刺激するため
に，児童間で競争意識を持たせることは，ある程
度必要である。」であり，高イメージ群の得点が低
イメージ群の得点より有意に高かった（t(26)=2.47, 
p=.020）。次に，「教育の理論よりも，実践に基づ
いた経験が，教育を行う際の一番の力になる。」で
あり，高イメージ群の得点が低イメージ群の得点
より有意に高かった（t(26)=2.46, p=.021）。最後
に，「人の心は見えないので，児童は態度，行動で，
自分の心を示すことが必要である。」であり，高イ
メージ群の得点が低イメージ群の得点より有意に高
い傾向があった（t(26)=1.89, p=.081）。これらの結
果は，小学校に対するイメージが高い群ほど小学校
での競争機会で低評価を受けたことが少なく，その
ため教師に対してコミュニケーションをより円滑に
成立させていた特徴を示しているといえよう。それ
らの特徴は教師との心情的で親密な関係が基礎にあ
ると評価している為，理論よりも実践であるという
考えを持っている可能性が高い。
総合考察
　本研究は，教職志望学生の意識の中に，学校異化
の論理を培う契機を見出すために，事前制御システ
ムとしての学級の受容の肯定度，違和感の有無，学
級秩序逸脱に対する教師の叱責経験の有無の数量的
な把握することを目的とした調査を行った。また，
教職志望学生の教職に対する一般的態度を明らかに
するために，教職に対するイメージの高低と教師特
有の信念（河村・国分，1996）を調査することに
より，教職志望1年生の教職に関する意識の一端を
解明を試みた。その結果，事前制御システムとして
の学級を違和感なく受容し，小学校において被叱責
経験よりも被賞賛経験を多く持ち，概して小学校に
対して肯定的なイメージを持っていることが明らか
になった。そのため，教師文化や価値観に違和感を
持つ可能性が低く，現職教師とほぼ同様の教師や児
童に対する信念を持つことも明らかになった。これ
らの結果は，教職の現実的な問題を認知することな
く，自分自身の経験から紡ぎ出される教職の肯定的
側面に偏った仕事理解をしていることが原因である
ことが推察された。
　これらの結果を踏まえると，学校の自明性という
問題の存在，そして教師の自己覚知の意義の重要性
を教職志望の学生に理解させることが火急の課題で
あることが示されたといえる。したがって，幼少時
からの長い学校経験の中で有無を言わさず醸成され
てきた学校への同化意識に楔をいかに打ち込むの
か，具体的な方法を考案し，学校に対する異化の論
理を提示し，自明性が引き起こす教師受難の時代に
おける数多の問題を解決しうることを示す必要があ
るだろう。
　今後は，教師志望学生の中に作り上げられた学校
への同化の論理を，細部にあたってその過程を明ら
かにし，介入することが課題となる。本研究プロ
ジェクトでは，今回の調査対象者の変化を継続的に
測定することにより，教職志望学生の大学における
変化と成長を明らかにする予定である。そして，一
連の研究の中で，本学部の教員養成課程を評価し，
適宜改善することによって，複眼的な視点で柔軟な
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思考ができる小学校教員を養成していきたい。
⑴　本研究は中村学園大学プロジェクト研究（課題
名：教職の高度専門化時代に対応する教員養成課程
の探求，代表者：柳治男）として行われた。
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